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温暖化による地球の課題と私たちの取り組み

社会貢献の一環として、地球温暖化について学び、その中から会社として、個人として今後何をしていかなければならないか、どのような貢献ができるかを考えていきます。
地球温暖化の原因を理解する
　地球温暖化のおもな原因は、二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガスの急増です。産業の発展に伴い人類は石炭や石油などを大量に消費するようになり、大気中の二酸化炭素の量は200年前と比べ35％程増加しました。
　これからも人類が同じような活動を続けるとすれば、21世紀末には二酸化炭素濃度は現在の2倍以上になり、この結果、地球の平均気温は今より上昇すると予測されています。
予測によると2100年の平均気温は、温室効果ガスの排出量が最も少ない場合には平均1.8度、最も多い場合には4.0度とされています。 
地球温暖化による影響
　地球温暖化により、降雨量の変化や異常気象が多発するようになります。植物への影響も大きく、森林の消滅や生物種の絶滅などが予測されています。50年後にはアマゾンの森林は砂漠化するという予測もあります。また世界各地で異常気象が多発するなど、すでに地球温暖化の影響は始まっています。 
地球温暖化による海面の上昇
地球規模で見ると、海面が上昇して数多くの島々が海に沈みます。また、温暖化は異常気象を招き、地球上の各地で水の循環が影響を受けます。この結果、洪水が多発する地域がある一方、渇水や干ばつに見舞われる地域も出てきます。こうした気候変動は世界的な農産物の収穫にも大きな影響を与え、国際相場が大きく変動します。
世界的な水不足・食料危機
　地球温暖化の最大の問題は、水や食料が世界的に不足してくることです。　2025年には世界人口の大半にあたる約50億人が水不足になると予測されています。また、今後100年以内に、中国で米の収穫は8割減、ブラジルやインドでは小麦などの収穫が大幅に減少するなど、深刻な食糧不足が警告されています。（国連IPCC報告）。
＊IPCC（Intergovernmental Panel on Climate Change：気候変動に関する政府間パネル）は、1989年、WMO（世界気象機関）とUNEP（国連環境計画）によって組織されたものです。
温暖化が進むと、日本では、これまで食べてきた美味しいお米がとれなくなり、病害虫の懸念も増大します。漁獲量にも影響がでます。暖水性のサバやサンマは増える一方、アワビやサザエ、ベニザケは減少するといわれます。また、日本南部はデング熱が流行する危険性が増し、北海道や東北ではゴキブリなどの害虫が見られるようになると考えられています。都市部ではヒートアイランド現象に拍車がかかり、海岸地域では砂浜が減少し、また、高潮や津波による危険地帯が著しく増大します。


温暖化防止に向けての世界の取り組み
[image: ]地球温暖化の原因は二酸化炭素など温室効果ガスの急増です。家庭で使っている電気やガス、マイカーで消費するガソリンなどは、私たちが便利で快適な生活をすることで大量に発生しているのです。
現在、欧州連合（EU：外交・安全保障政策の共通化と通貨統合の実現を目的とする統合体）は削減目標を40％と大幅に上げ、ドイツやイギリスなどは既に約10％～20％の削減をしています。しかし、日本の削減目標はわずか6％。しかも逆に8％増加しています。こうした温室効果ガス排出量の増大で､このままでは温暖化防止は手遅れになると国連UNEPは警告しています。
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